
D I A L O G

新生アバントグループの未来構想
当社グループの事業再編により、グループ内のシナジーをどのように実現していくのか。 

グループCOOに任命された二人が、今後どのような役割でグループを牽引していくのか。 

グループCEOの森川と、グループCOOの岡部と永田が、 

新生アバントグループの未来構想について語り合いました。

T E T S U J I  M O R I K A W A（左）
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代表取締役社長
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永田 玄
グループCOO 兼 グループCBO
株式会社ディーバ 代表取締役社長

COO：Chief Operating Officer
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グループ再編による新結合で
イノベーションを起こす

 森川  　今回のグループ再編は、お客様

の企業価値の向上への貢献を最大の目

的としています。特にお客様が大企業の

場合に部署間の連携が難しいので、経

理・財務部門にはディーバ、経営企画部

門にはアバント、情報システム部門には

ジール、といった形で各部署に最適化し

たアプローチをしながら、各社が連携し

て商品やサービスをトータルコーディネー

トすることで、アバントグループとしてお

客様に最大限の貢献ができる体制にし

ていこうとしています。まず岡部さんが社

長に就いているアバントとジールの方針

を話してもらえますか。

 岡部  　2021年にコーポレートガバナン

ス・コードが改訂され、従来の財務情報

中心の開示から環境、人的資本などの

非財務情報の開示も求められてきたとい

う背景のもと、パーパスやビジョン、その

ためのマテリアリティや各種バリュードラ

イバー、そしてそのKPI（Key Performance 

Indicator：重要業績評価指標）を策定し

ようとする企業が増えてきました。アバン

トは、取締役会や経営会議でKPIを使っ

て議論し、PDCAサイクル［38］を回していく

プロセスを、ソフトウエアで構築し提供し

ていくことを目指しています。

　グループ成長戦略
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　これまではお客様のニーズに対して旧

ディーバの自社製品では解決できない

ケースも散見されましたが、旧ディーバお

よびジールのグループ経営管理に関わ

る事業を引き継いで生まれたアバントは、

ジールが扱ってきたグローバルに実績 

のあるCPM（Corporate Performance 

Management：企業業績管理）ソフトウ

エアをラインアップすることで、より広く貢

献していくことができます。現在は、ジー

ルチームと、これまで自社製品を扱ってき

た導入チームが一つになって、新たな経

営管理ソリューションの提案を進めてい

ます。さらに、アバントに開発部門を設立

し、マネジメント層に向けた独自ソフトウ

エアの開発や、経営シミュレーション分野

の機能強化を進めています。

　また、経営のDXをどのように進めるか

意思決定ができておらず外部アドバイ

ザーに期待している企業も多いため、 

そういった上流領域に特化したコンサル

ティング部門も設立しました。

 森川  　ジールが扱うグローバルな外部

商材と旧ディーバの自社製品の補完関

係を生み出すことで、アバントはより広い

分野のサービスや製品でお客様に貢献

していけるようになりましたね。

 岡部  　はい。特にこのところ、持株会

社や親会社だけでなくグループ内の各

事業会社でも経営管理の高度化ニーズ

が高まってきており、さまざまなCPM製品

を導入するお客様が増えています。我々

の「AVANT SMD」というCPM製品に加

えて、広く普及している外部CPM商材も

扱うことで、既存の1,100社のお客様の

さらに先にある3万社以上のグループ子

会社様の事業管理にも貢献できるように

なります。現在この分野に注力している

競合は、日本市場では一部のコンサル

ティングファームしか存在せず、製品を 

実装まで行える企業となるとさらに絞ら

れるので、我々はかなりの存在感を示す

ことができるはずです。

　非財務のデータが増加している状況に

対しては、「企業の経営企画部門にお抱

えの情報システム部門となる経営情報プ

ラットフォーム」という構想を打ち出しまし

た。情報システム部門に問い合わせるこ

となく経営情報を収集し、必要な経営情

報を常に保持する状態をデータプラット

フォームで実現することで、生産性の向上

やデータ活用の効率化が可能になります。

このようなジールが培ってきたノウハウを

結集して、新たなアバントの製品やサービ

スとして展開していこうと考えています。

 森川  　アバント、ジールともに、それぞ

れ専門性の高い人材を擁している点が

大きな武器になると考えていますが、そ

れはどのように活かしていく方針ですか。

 岡部  　連結決算または経営管理の 

各社が連携し、

グループとして

お客様に最大限の貢献が

できる体制に

T E T S U J I  M O R I K A W A
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*  CPO：Chief Product Officer  
CTO：Chief Technology Officer  
CSO：Chief Solution Officer
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分野に特化したコンサルタントの質と量

という点では、アバントは間違いなく国

内ナンバーワンです。また、ジールには

データエンジニアやデータサイエンティ

ストに特化してキャリアを築いていこうと

志しているメンバーが300人強いること

も大きな強みです。

　両社内におけるナレッジの蓄積の仕組

み化や、お客様に対する導入手法や手

順のシェアは順調に進んでいます。これ

をいかにソフトウエアに転換するかが今

後の課題で、今回設置した開発部門が

そのミッションを着実に遂行できるよう、

アバントには開発責任者としてCPO*を、

ジールにはナレッジの蓄積をソリュー

ション化するための責任者としてCTO*

とCSO*を、それぞれ新たに設けました。

 森川  　両社の強みがプロダクトにもつ

ながるように組み合わせていくというこ

とですね。今後アバントとジールの連携

でどのようにお客様に貢献していこうと

しているか、より具体的な狙いがあれば

聞かせてください。

 岡部  　まず、先ほどお話した経営情報

プラットフォームは、アバントの新たな提

案として多くの財務部門、経営管理部門

またはCFOからご評価をいただける感

触を得ています。

　さらには2社の連携によって、より細か

なレベルのデータを分析するニーズに応

えられるようになると考えています。例え

ばリテールだと「ECサイトか、リアル店

舗か」など、サマリーレベルだけでなく

明細のデータまで拾い上げて分析した

いというニーズが非常に増えてきており、

CPM製品選定の大きな鍵になっていま

す。そのため、特にERP（Enterprise 

Resources Planning：統合基幹システ

ム）連携といったニーズに対しては、BIを

得意とするジールと連携した経営管理 

ソリューションがアバントにとって重要に

なると見ています。

 森川  　企図していた、再編効果による

グループとしての強みの創出になると期

待しています。

　では次に永田さんにお聞きします。 

単純にプロダクトだけ、あるいはサービ

スだけを提供するのではなく、両方を 

組み合わせたソフトウエアベースBPO

（Business Process Outsourcing）でお

客様に貢献していこうとしている新しい

ディーバは、当社グループ全体を推進す

るビジネスモデルになると期待していま

す。いわば、異なる組み合わせの新結

合であり、まさにイノベーションになりま

す。その辺りの抱負や課題について聞

かせてもらえますか。

 永田  　私は、ビジネスとしてほぼ100%

成功すると思っています。なぜなら、一

般的にソフトウエア会社にとって最も 

アバントとジールの

連携で生まれた

経営情報プラットフォームは、

多くのお客様から

ご評価いただいています

T A K A H I R O  O K A B E

　グループ成長戦略
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難しいのは何が売れるかを模索しなが

ら商品をつくっていくことですが、ディー

バは売れるものがすでにわかっている

からです。ディーバはフィエルテからBPO

機能を引き継いでおり、さまざまなお客

様の業務フローのデータを日本で唯一

保有しているという大きな特徴を持って

います。このデータを使い我々がつくろ

うとしているのはお客様の発想を超え

た、まったく新しい世界観の商品です。

BPOとソフトウエアをマッチさせること

で、いわば完全自動運転を実現するソ

フトウエアの開発を目指しており、テス

ラが自動車からハンドルをなくし運転手

が要らない移動手段にしようとしている

のと同様の発想です。これはフィエルテ

が有していたBPOのノウハウがあってこ

そ可能になります。お客様も持っていな

い業務フローのデータを保持している唯

一の存在だったフィエルテのノウハウと、

元来のビジネスモデルと情報を結合さ

せることで、ディーバは完全自動運転設

計のソフトウエアをつくり出すことがで

きるのです。今から5年で実現したいと

考えています。

 森川  　フィエルテが100社以上のお客

様の決算業務のBPOを請け負ってノウハ

ウを持っていたからこそできることですね。

　今の話は連結決算の開示にフォーカ

スしていると思いますが、最近求められ

ているESG［30］情報など、開示領域の広

がりもビジネス拡大の機会があるように

感じています。永田さんはどのように見

ていますか?

 永田  　求められるものを正しく開示し

ていくことは未来永劫求められるものな

ので、現在のディーバの製品・サービス

に新しい概念を取り入れてサービス提供

を広げ続けていくことに今後も変わりは

ないと思います。

　ただ現時点では環境などの領域の開

示ルールが定まっておらず、まだ先が読

み切れない状況なので、さまざまな強み

に特化したベンチャー企業などと提携す

るという手段もあると考えています。そこ

から完全なOEM［37］のような形で自社製

品化していくパターンもありますし、マー

ケットできちんと根を張ったポジション

にいることを活かして、我々がプラット

フォームになるような形もあるかもしれま

せん。

 森川  　変化の激しい領域にはアライ

アンスを活用して対応するのも有効な手

ですね。新たな変化を機会として飛びつ

くのか、まずは勝ち筋が明確に見えてい

る領域に集中するのか、おそらく正解は

ありませんが、いずれにしてもポジショ

ニングを明確にすることが重要です。

　最先端の動きを取り込んでいくという

点では、ここ数年のジールの進化にヒン

トがあるかもしれません。元々はいわゆ

る二次請けの受注比率が高かったとこ

ろから段 と々エンドユーザーとの関係性

を広めていき、さらにデータドリブン経

営という潮流に乗って先進的なプロジェ

クトが増えていきました。そのようなお客

様の試行錯誤をそのままサービスに投

影している経験を活かし、ジールがESG

などのお客様の最先端需要を把握し、

アバントがその領域でソフトウエアをつ

くり、ディーバがそのソフトウエアベース

のBPOを提供し、グループ各社内で連

携することによってシナジーを生み出せ

るのではないかと考えています。

グループ戦略をいかに事業会社
の執行に反映させていくか

 森川  　「企業価値の向上に役立つソフ

トウエア会社になる」という経営戦略の

マテリアリティに基づいてグループ戦略

を推進していくうえで、お二人のグループ

COOとしての今後の課題認識を聞かせ

てください。

 岡部  　マテリアリティを具体的なオペ

レーションに落とし込んでいくのがグ

ループCOOの役割だと認識しています

が、アバントとジールの場合は「ソフトウ

エア会社になる」道筋をつくることが最

大の課題です。アバントに関しては、先

ほどお話ししたように開発すべきソフト

ウエアのイメージの共有は進んでいま

す。あとは他社製品を扱う際にどのよう

な自社IP（Intellectual Property：知的

財産）を組み込めるのかを具体的に検

討していく必要がありますが、スタートは

切ることができたと考えています。

　一方、ジールは元がSIerであることも

あり、まだ自社IPが少ないのですが、クラ

ウドで企業データ統合と分析を実現でき

る企業分析基盤である「ZEUSCloud」
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を仕立て直して拡販していくとともに、

データドリブンの領域でのeラーニング

のビジネスを拡大していく方針です。ま

た来年度には、先ほどお話した明細管

理機能を持つ経営管理ソリューション

を、ジール専有ではなくアバントとの共

同製品に仕上げていく計画です。

 永田  　私は、創業の原点であるディー

バがここまで成長できた最大のドライ

バーである「DivaSystem」という商品

を、次の20年、30年に向けて、ただの

バージョンアップではなくて、新しい概

念に変えなくてはいけないと考えていま

す。インストールすれば便利になるソフ

トウエアはたくさんありますが、「インス

トールすれば業務がなくなる」という発

想のソフトウエアはおそらくありません。

ですから、その世界観で商品をつくって

いくことがこの先の20年、30年をつくって

いくのと同等ぐらいの価値になるという

気概で注力していきます。

 森川  　お二人ともプロダクトがテーマ

ですが、課題の中身は異なりますね。岡

部さんは、今はサービス中心の事業であ

るアバントとジールにどうIPを蓄積し、レ

バレッジをかけていくか。永田さんは、

ディーバに今あるものをどのようにリノ

ベートして、未来につなげていくかという

発想ですね。

 岡部  　あとはアバントとディーバで、ま

だ分離しきれていない機能などを、永田

さんと協力して整理するという課題も

残っています。

 森川  　グループCOO間の協力はぜひ

進めてください。各社の機能を整理する

ことも大切ですが、グループ全体の戦略

を推進するためには、グループ内の流動

化を図っていくことも今後のテーマに

なってきます。ユニットごとの入れ替えも

できるような組織文化を形成できるのが

本当に強い企業グループであり、我 も々

そこを目指したいと思っています。

 永田  　今回のグループ再編でそれに

近いことを実践しましたし、十分に実現

できると私は思います。

 森川  　その狙いで、今期からはグルー

プの中長期戦略の議論を取締役会では

なく執行側のグループ経営会議がリー

ドする体制に変更したうえで、グループ

経営会議のメンバー全員に各事業会社

の取締役会に参加してもらうことにしま

した。これまでは私と春日CFOのみが各

社の取締役会に参加していましたが、こ

の仕組みによりマネジメント層における

情報ギャップが解消され、グループ全体

と各社の戦略が同期されるようになると

考えています。現場が腹落ちしないと構

想だけで空転してしまうので、グループ

COOの実行力や役割は相当に重要で

あり、お二人には期待しています。
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最大の成長ドライバー

だった商品を

新しい概念に変えることで、

ディーバの未来を

つくっていきます

G E N  N A G A T A

　グループ成長戦略
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